
高水敷の切下げ（円山川立野地先）
（平成27年度全国多自然川づくり会議推薦事例）

本会議は、行政、学識者、民間技術者を問わず、日頃の河川事業における取組
事例を発表し、意見を交わすことで、参加者の技術力向上を目的としています。

平成28年度

多自然川づくり
近畿地方ブロック担当者会議

【申込締切】：平成２８年１０月２６日（水）

【定 員】：１００名程度（参加費無料）

CPDS認定プログラム ３ユニット
※本会議は、全国土木施工管理技士会連合会継続学習制度（CPDS）に登録しておりますので、受
講されますと３ユニット付与されます。

【申込方法】：裏面の参加申込書にて、FAXまたはEメールで申し込み下さい。
【参加対象】：多自然川づくりに従事する技術者

【場 所】：大阪合同庁舎第１号館 第１別館２階大会議室

【内 容】：事例発表、基調講演、意見交換

【日 時】：平成２８年１１月２日（水）

９：４５～１７：００（受付９：１５～）



参加申込書

→

宛
先

近畿地方整備局 河川部 河川環境課 晴佐久、荘司
F A X ： ０６－６９４２－５６９３
E-mail ： haresaku-k86fw@kkr.mlit.go.jp

shouji-m86bq@kkr.mlit.go.jp
締切日： 平成２８年１０月２６日（水）

平成２８年度

多自然川づくり近畿地方ブロック担当者会議

代表者氏名

所属

連絡先

自宅 所属 （いずれかに○）

〒 －

住所：

TEL （ ） FAX （ ）

E-mail：

参加者氏名

（CPDSの登録番号： ）

（CPDSの登録番号： ）

（CPDSの登録番号： ）

（CPDSの登録番号： ）

（CPDSの登録番号： ）

備考

申し込み月日： 年 月 日

問合せ先

近畿地方整備局 河川部 河川環境課

晴佐久、荘司（内線3673,3677）
TEL：（代表）06-6942-1141

（直通）06-6942-0608

【会場案内図】主催：近畿地方整備局

共催：（独）水資源機構関西・吉野川支社、福井県、

滋賀県、京都府、 大阪府、兵庫県、奈良県、

和歌山県、京都市、大阪市、堺市、神戸市

後援：応用生態工学会、（公財）河川財団



開催日時：平成２８年１１月２日（水）　９：４５～１７：００（９：１５受付）
開催場所：大阪合同庁舎第1号館　第１別館２階大会議室

プログラム

受付 9:15 ～ 9:45

開会式 9:45 ～ 10:00

総合説明 10:00 ～ 10:10

№ タイトル 所属

①計画・検討・予備設計に関する事例

休憩 10:50 ～ 11:00

②詳細設計・施工に関する事例

11:00 ～ 11:20 3 天王川の魚道整備について 福井県

11:20 ～ 11:40 4
吉野川の治水整備における植生回復手法につい
て

奈良県

③管理・モニタリングに関する事例

11:40 ～ 12:00 5
「河川における実践的な環境管理の手法」の適用
例：加古川について

姫路
（国）

昼食 12:00 ～ 13:00

13:00 ～ 13:20 6
ダム下流の河川環境改善の取り組み
～アユの復活なるか！？～

水資源
機構

13:20 ～ 13:40 7
大和川における瀬淵整備箇所のモニタリング調
査について

大和川
（国）

13:40 ～ 14:00 8 住吉川の多自然型魚道設置とその効果について 兵庫県

休憩 14:00 ～ 14:10

14:10 ～ 14:30 9
タコノアシ保全対策及びモニタリング結果につい
て

紀南
（国）

14:30 ～ 14:50 10
生態系ネットワークを念頭に置いた円山川水系の
川づくり

豊岡
（国）

④懸案・課題の事例

14:50 ～ 15:10 11 淀川の天然アユを京都の料亭へ
淀川
（国）

15:10 ～ 15:20

休憩 15:20 ～ 15:30

基調講演 15:30 ～ 16:10

休憩 16:10 ～ 16:20

審査員
講評

16:20 ～ 16:50

閉会 17:00

審査員から講評。発表者と意見交換。

「近畿ブロック優秀事例」（本省発表事例）を３題発表。
○審査員
兵庫県立大学　三橋弘宗　氏（審査員長）
国立研究開発法人 土木研究所　萱場祐一氏
（公財）河川財団近畿事務所　野口所長
近畿地方整備局河川部　広域水管理官、地域河川課長
（独）水資源機構関西・吉野川支社　事業課長
福井県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

近畿ブロッ
ク優秀事例

発表
16:50 ～ 17:00

石田　樹也

濵田 皓司

小川　瑞穂

国立研究開発法人
土木研究所
萱場　祐一　氏

審査用紙及び投票用紙の記入・回収

　氾濫原環境の重要性とその保全アプローチ
　～河道掘削を活かした自然再生～

東　亮佑

10:30 ～ 10:50 2

多自然川づくりアドバイザー制度を活用した災害
復旧助成事業の詳細設計事例

和歌山県

藤岡　祐

木村　洋郎

会議の進め方

平成２８年度　多自然川づくり近畿地方ブロック担当者会議　プログラム

タイムスケジュール 内　容

挨拶：井上河川部長、総合司会：中川河川環境課長

事例発表

氏名

河上　重範

事例発表

事例発表

滋賀県
オオサンショウウオに配慮した河川改修計画につ
いて

110:30～10:10

角田　豊土

松田　有史

中村　俊介

佐藤　仁泉

主催：近畿地方整備局 

共催：（独）水資源機構関西・吉野川支社、福井県、滋賀県、京都府、大阪府、 

    兵庫県、奈良県、和歌山県、京都市、大阪市、堺市、神戸市 

後援：応用生態工学会、（公財）河川財団近畿事務所 

【備考】 

発表時間（準備１分、発表１５分、質疑応答４分） 
 


